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令和5年度 江南区特色ある区づくり事業（案）一覧

事  業  名
新規・

1
みんなで語り、考える使いやすい
公共交通

バスの利用状況などニーズを把握しながら、区民がより使い
やすい公共交通の実現に向けた取り組みを進める。

【公共交通利用促進】
○小学生の利用促進のため、区内小学校に希望をとり、バス
乗車体験学習会を実施する。（これまでの区バス路線に新た
に横バス路線を加える）
○高齢者の利用促進のため、地域の茶の間など高齢者が集
まる場所でシニア半わりやシルバーチケットの作成支援等を
実施する。
○横バス路線の学校への利用働きかけを実施する。
【交通空白域での移動手段の確保】
○大江山・両川地区において、地域や福祉法人と連携し、高
齢者の助け合いの移送支援を実施する。

継続

○こあがの川フィッシング大会の開催
・場所：小阿賀野川河川公園酒屋広場
・開催予定日：令和5年9月第2日曜の予定
※両川コミ協主催のカヌー体験会と同日開催
・内容：インストラクターの指導のもと、釣りを通じて水辺空間
の楽しみ方を学ぶ
・参加者数：小学生親子ペア10組20名
・開催回数の増については、今年度同様にまずは地元のコミ
協・自治会の催しとの共催を前提に検討していく。

継続2 こあがの川フィッシング大会

3 いい汗　いい食　江南健幸ライド

○いい汗　いい食　江南健幸ライドの開催
・開催予定日：9月10日（日）
・内容：ロングコース（約40km）：160名募集
　　　　ショートコース（約15km）：40名募集
・整備したサイクリングロードを利用した健康づくりの推進や交
流人口の拡大を目的として、江南区の魅力が感じられるイベ
ントを目指していく。
　・区民が参加しやすい内容や分かりやすい広報のあり方な
ど、参加者アンケートを参考にしながら引き続き検討していく。
○自転車走行環境の改善
・路面標示の整備、路肩改良、案内板設置等により走行環境
改善を図る。

拡充

継続

○発災時に円滑な避難所運営が実施されるよう、意識の醸成
と各避難所における平時からの避難所運営委員会立ち上げ
に係る講習会を実施する。
○地域防災力向上のため、自主防災組織等による防災訓練
の支援をするとともに、活動が停滞している自主防災組織等
に対し、自ら防災訓練を計画・実施ができるよう、研修会を実
施する。
○将来の地域防災の担い手である中学生に対し、防災意識
の向上、知識および技術習得のため、区内公立中学校での
ジュニアレスキュー隊育成講習会を実施する。

継続

江南区ふれあい・ささえあいプランの推
進

4 江南区安心・安全な地域づくりの推進

○ふれあい・ささえあい交流事業については「こうなんふれ愛
まつり」を10月上旬に開催予定。
あわせて、共生のまちづくりを推進するため、障がい者アート
展も同時開催予定。
○福祉センター内「子どもたちの居場所」活性化の推進につい
ては、子どもたちが企画・運営するイベントを８月に開催予定。

　・フレイル予防訪問
　・区民福祉大会

6
地域で見守り応援事業
～見守る目、見守る心～

○江南区見守り隊メールは積極的な広報を継続し、登録者の
増加を図る。
○江南区見守りシール交付事業は、対象者をより多く申請に
結び付けるため、介護認定調査内容を踏まえた申請勧奨を実
施。また、積極的な広報を継続し、見守りシール認知（シール
を身に着けた人を正しく理解すること、シールを偏見なく身に
着けること）に努める。
○すでに子育て支援者がいるが、江南区子育て応援団として
具体化することで一体的に地域で応援する機運を醸成でき
た。引き続き、子育て応援団の登録の周知と促進を行う。
○子育てに関する交流会を開催し、支援を必要とする人が望
んでいる支援を受けられるよう仕組みづくりを行う。

継続

5

－

○フレイル予防訪問については9月から11月に実施予定。（フ
レイルチェック事業と同じ対象地域とする。）
○江南区民福祉大会については、11月下旬に開催予定。

継続

－

　・ふれあい・ささえあい交流事業
　・「子どもたちの居場所」活性化の推進

自治協議会からの
意見・提案

自然環境と都市機能を活かした快適に暮らせるまち

○高齢者のバス体験や現在行っている
小学校区バス体験乗車会を区バス路線
以外へ拡充してはどうか。

○江南区民の健康増進に寄与するよう
参加しやすい内容の検討を継続してお願
いしたい。

－

○防災意識の高まりや、地域の防災力の
向上など、組織的な取り組みにより地域
が一体となって活性化が見込まれること
からできるだけ早く区内全域の避難所運
営委員会の立ち上げに向けて取り組んで
いただきたい。
○自治会などの地域を巻き込んで、ジュ
ニアレスキュー隊育成講座を実施できな
いか検討いただきたい。

 人と人のつながりを大切にする安心安全なまち
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事  業  名
新規・ 自治協議会からの

意見・提案

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

産業振興課

産業振興課

地域総務課

産業振興課

産業振興課

地域総務課

産業振興課

産業振興課

産業振興課

○梅まつり
○いきいきフェスタ
○まち歩き、バスツアー
○官民連携事業（よんでるナイト、スイートコーン収穫体験など
のイベント企画、えんでば新商品開発などを想定）
○若手経済人や農業者などを核とした懇話会

新規

産業と地域の魅力が輝くまち

8 江南区まるごとプロモーション －

10 地域ブランド亀田縞を活かしたまちづくり

9 地域商業活性化支援

商工団体などによる実行委員会とともに検討し、商業活性化
につながる支援、事業に取組む。
・区内全域を対象とした事業
（Ｒ３：江南区Komachi発行、R4：スタンプラリー）
・既存イベントの支援
（亀田サンキューマルシェ）
※R4年度同額予算

継続

○地域の商店も様々な業種において厳し
い状況が続いていることから、来年度も
今年度と同等以上の予算配分をお願いし
たい。

○区内商工団体や区役所等で構成される江南区魅力発信プ
ロジェクト実行委員会にて、江南区の魅力PRとともに、移住の
促進を目指した事業を展開していく。

・ふるさと江南区宅配便の継続
・移住促進を目的にした魅力発信動画コンテストの開催
・県外大学生同士が交流するイベントの開催

継続

○亀田縞の認知度向上に向けた取組み
・亀田縞タペストリー設置（区内外）
・情報紙発行（年4回）
○地域産業や地域との連携
・自治協議会、地域コミュニティ協議会との連携
・異業種との連携
○地域アイデンティティ醸成に向けた取組み
・小中学校の総合学習支援

継続 －

北方文化博物館を活用した文化発信事
業

人が輝き文化が育まれ健やかに過ごせるまち

11 「江南区をPR」魅力発信プロジェクト

○県外同士の交流イベントについては、
参加するだけでなく、当事者がスタッフと
して関わることが大切。
○更にワンランク上を目指し、レベルの高
い動画が作成できると良い。

区自治協議会提案事業

12 文化芸術の創造・発信

○令和元年度からの4年間はコロナウイルス感染拡大防止の
ため、来場者が静かに聴講できる講演会を開催してきたが、
令和5年度は講演会だけでなく、著名なアーティストなどによる
コンサートや演劇、落語等幅広いジャンルのイベントも選択肢
として事業選定し、区民に多様な文化芸術に触れる機会を提
供する。

拡充

○江南区民を対象とした北方文化博物館への無料入館の実
施
○上記期間中に、北方文化博物館にて江南区民を対象とした
様々なイベントを開催
※Ｒ４年度は、無料入館ウィークに合わせて、江南区民を対象
とした様々なイベントを開催したことから、これらのイベント実
施内容を検証し、実施するイベントをブラッシュアップしていくこ
とで、充実度の向上を図る。

継続13

○区役所と連携し、まちづくり・環境・教育・安心安全の視点で
自治協が取り組むことが効果的なものについて検討・実施す
る。
○人口減少対策に向けたワークショップの結果を踏まえ、地
域の課題解決や、コミュニティの維持・向上につながる地域主
体の取り組みを支援する。

継続

新事業「江南区まるごとプロモーション」へ移行廃止

－

（R5廃止事業）

-

14

新事業「江南区まるごとプロモーション」へ移行

－

廃止

- 江南区ぐるっと巡って発見・体験ツアー

「農」に親しむ

区民が主役となる協働のまち

－

－

－


